
バイローカル運動の内容と「良い商い」とは	

バイローカル運動の主旨	

バイローカル（Buy Local）運動は、「地元で買い物をしよう」というシンプルな呼びかけから始まっ
た地域社会のムーブメントです。大型チェーンや遠隔の ECサイトではなく、身近な店舗や工房で
買い物や食事をすることにより、地域経済の循環を生み出し、そのエリアの多様性や魅力、そこで

暮らす人々の幸福度を向上させることを目指しています。地域のオリジナリティや独自性に触れ、

地元に「住み続けたい、残したい」と思う人を増やす持続可能なまちづくりの一環です。 

「良い商い」とは	

バイローカル運動における「良い商い」とは、次のような特徴を持つ商いを指します。 
• 地域に根ざしていること 
地元の風土や歴史、コミュニティに寄り添い、長く愛されている。 

• 個性・独自性があること 
商品やサービスが画一的でなく、お店ならではのこだわりや物語がある。 

• 地域への貢献やつながり 
地域の助け合いや子育て、食の安全・安心、教育、伝統の継承など、生活をより豊かにす

る役割を持つ。 
• 持続可能性と発展性 
時代に合わせて進化し、新しい価値や文化を地域にもたらす一方、持続的に運営可能で

ある。 
• 生活者との信頼・関係性 
顧客を「消費者」としてではなく「生活者」として向き合い、深いつながりを大切にしている。 

これらのお店は、一見小さな規模でも、そのエリアにとって唯一無二の存在として評価され、「良い

商い」と呼ばれます。 

阿倍野昭和町「うさぎとぼく」のバイローカル的価値	

地域に根ざした珈琲店として	

「うさぎとぼく」は、阿倍野昭和町の築約 92年の長屋を改装した自家焙煎珈琲店です。その存在
はバイローカル的な価値を体現しています。具体的な特徴として： 



• 歴史ある建物の再生と活用 
地域の歴史や文化を残しながら、新しい用途・価値を持たせています。 

• オリジナリティと情報発信力 
地元ならではの個性を打ち出し、地域内外にさまざまな情報を発信。独自ブレンドやグッ

ズ、イベントへの積極的な参加で、昭和町地域の象徴的存在となっています。 
• コミュニティ・つながりのハブ 
常連客や地域住民、店主との関係性を大切にし、一人ひとりの「生活」に寄り添います。バ

イローカルマーケットなど地域イベントにも関わり、商店同士横のつながりをつくっていま

す。 
• 安心安全や多様性への配慮 
珈琲豆へのこだわりや、障がい者施設で作られた商品の取り扱いなど、地域の多様性を

包摂する姿勢も見られる。 
• エリアの「よき商い」の象徴 
地域の良い商いを紹介・応援する活動などを通じて、自らも「よき商い」として地域から認知

されると同時に、他の商いの発掘・発展にも寄与しています。 

まとめ	

「良い商い」とは、地域の文化や暮らしを豊かにし、住む人の幸福度や愛着の醸成に貢献する小

規模ながらも個性と信頼性を持つ事業です。「うさぎとぼく」は、阿倍野昭和町という地域に密着

し、独自の店づくりとコミュニティへの貢献を通じて、バイローカルの理念を体現している好例とい

えます。 




